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研究成果の概要（和文）：本研究は、アフリカの複数地域を対象として比較研究によって、国際的に展開される「先住
民」の権利回復の運動によって、アフリカの少数民族が、政治参加や文化維持、あるいは土地の権利を取り戻しつつあ
る一方で、他地域で練り上げられたのちに、最近になってアフリカに導入された「先住民」という概念が、個別地域の
実情と齟齬をうみ、かえって彼らの排除を進めたり、地域社会に新たな対立を生じさせていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：As a result of the comparative studies on several ethnic minorities in Africa, it 
was elucidated that many of them acquired political, economic or cultural rights for the first time after 
a long period of marginalization, by learning from other indigenous peoples' experiences of struggle and s
upport from global indigenous peoples' movement. Simultaneously, however, the case studies underscored tha
t the controversial nature of the notion of 'indigenous peoples' in Africa sometimes accelerates the exclu
sions of the marginalized peoples or creates new conflicts in local communities.
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１．研究開始当初の背景 
 
21 世紀に入り、「先住民」に対する国際的
な関心が急速に高まっている。北米やオセア
ニアで始まった先住民の権利の承認をめざ
す動きは、2007年には国連で「先住民の権利
宣言」が採択されるなど、国際機関の牽引に
よって、かつてない速度と規模で進んでいる。
従来、「先住民」の存在や問題が俎上にあが
ることはほとんどなかったアフリカでも、周
辺化された少数民族の多くが「先住民」とし
て権利回復運動に関わり、国際社会からの強
い政治・経済的サポートを受け始めたことは、
彼らが直面する問題の解決を導くものとし
て期待されている。しかし同時に、植民者と
の境界が明確な北米やオセアニアで育まれ
てきた「先住民」概念が、アフリカに急速に
「輸入」されたことは、地域社会に複雑な問
題を生じさせ始めてもいる。「先住民」運動
は、国際社会からのサポート故に、マイノリ
ティに力をもたらすが、そのことが同時に個
別地域や国家の実情と齟齬を生み、却って彼
らを周辺化したり、各地域で育まれてきた多
民族共存のあり方を解体するというジレン
マも生んでいることが予測される。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、国際社会において急速に
力を持ち始めている「先住民」という国際言
説や概念、その権利回復の運動が、アフリカ
の少数集団の直面する問題解決にいかに寄
与し、あるいは齟齬を生み、また既存のアフ
リカ国家と国民の関係や地域社会全体の民
族間関係にいかなる変化をもたらしつつあ
るのかを具体的な事例に基づいて解明する
ことである。そのために①国家政策や民族間
関係の様態が異なる複数の地域で、先住民運
動が生む成果や矛盾、それによる地域社会の
再編過程を明らかにする。②超国家的なアフ
リカ「先住民」ネットワークがいかに築かれ
て、それがどのような意味をもっているのか
検討する。③「先住民」との共同作業によっ
て、地域の文脈に沿った「先住民」問題の解
決と多元的社会のあり方を追求することを
目指す。 
 
３．研究の方法 
ボツワナと南アフリカにおいて「先住民」
として知られるサンを主な対象とし、彼らの
暮らす定住地およびその周辺地域で、現地語
を用いた聞き取りや参与観察を実施した。ま
たアフリカの「先住民」ネットワーク形成に
寄与している NGOなどの団体にも聞き取り
調査を行った。さらに、大学図書館、公文書
館などで文書資料を収集、分析した。 
地域間比較のために、タンザニアで「先住
民」主張をしているハッザの居住地域でも短
期的な調査を行うとともに、研究協力者らの
報告をもとに、ナミビア、カメルーン、タン

ザニア、ケニアなどの「先住民」状況を分析
した。 
また「先住民」と大学、行政、ＮＧＯなど
のスタッフとも定期的に意見交換の場を設
け、最終年には合同でワークショップを開催
し、議論を深めた。 
 
４．研究成果 
①本研究がボツワナおよび南アフリカで、主
たる調査地としたのは、いずれもサンが「先
住民」として土地へアクセスする権利を取り
戻したことで広く知られる地域である。しか
し、そのプロセスにはそれぞれ独自の展開が
見られた。 
ボツワナのサンは、植民地化の過程でリザ
ーブに囲い込まれ狩猟採集生活を続けてき
た人々で、故地からの立ち退き政策が実施さ
れた際には、その典型的な先住民イメージに
よって、国際社会からの多大な支援を集め、
土地権回復運動がすすめられた。一方、南ア
フリカに暮らすサンは、植民地化と国家独立
の過程で従軍経験をもったことによって、自
然に依存した生業も崩壊した。一方で軍隊を
通して早くから組織化や教育を経験し、その
延長線上で「先住民」の運動へと展開してい
った。また、国民統合に力をいれて、民族別
に異なった対応をすること避けるボツワナ
では、国外からのサポートを受け、サンの独
自性を強調する「先住民」運動は、多くの国
民の強い反発をもたらした。一方で、多文化
主義と少数者の権利の尊重を正しいとする
ポスト・アパルトヘイトの南アフリカでは、
サンの文化的独自性の強調はその象徴とし
ても歓迎された。また国内の他のコイサン系
の諸集団とのネットワーク化が進んだこと
で、運動も大きく前進した。 
このように両者の歴史経験と国家の政治
体制、国内の他民族と関係性の違いによって、
同じ「サン」の「先住民」運動であってもそ
の様相や意味が大きく異なることが明らか
になった。さらにナミビアや、カメルーンや
タンザニアなどの事例からも、「先住民」社
会が、地域社会のなかで歴史的にどのように
位置づけられてきたのか、とりわけ近隣民族
といかなる関係を築いてきたのか、国家の政
治体制がどのように変化してきたのか、とい
った点の相違が、「先住民」運動やその主張
のあり方に、大きな多様性を生んでいること
が判明した。 
これらの研究結果は、複数の論文や学会報
告として発表された。 
 
②アフリカは、「先住民」運動が早くから盛
んであった北米やオセアニアとは、民族間関
係の歴史や国家成立の経緯が異なっており、
「先住民」運動やネットワーク化もアフリカ
特有の展開を見せていることが明らかにな
った。まず、アフリカでは、「先住民」の存
在自体が、「先住民」のグローバル/リージョ
ナルなネットワーク化が進むなかで顕在化
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したものであった。国家による「先住民」政
策はほとんど見られず、国家を超えた「先住
民」どうしのネットワークやそれを支援する
国際機関や NGOが、「先住民」問題に関わる
中心的アクターであった。またその歴史的経
緯から、アフリカでは「先住民」の基準とし
て用いられてきた先着性と植民者の関係は
重視されず、代わって文化的独自性と土地と
の特別なつながりが「先住民」の特徴として
強調されるようになっていた。そして「先住
民」の範囲が従来よりも柔軟にとらえられる
ことによって、ヨーロッパ系の植民者ではな
くて、アフリカ系の政権に対する異議申し立
てとして「先住民」主張が可能になっていた。 
 これらの結果、アフリカ各地で、これまで
は国家のなかで声を上げることができなか
った人びとが、「先住民」ネットワークにサ
ポートを得て、土地や資源にアクセスしたり
文化や言語を維持する権利を取り戻すこと
が、部分的にせよ可能になっていることがわ
かった。一方で、地元に根付いた運動や機運
が醸成される前に、国家を超えた動きが先行
し、他地域で練り上げられた「先住民」概念
やその運動手法がそのままもちこまれるこ
とになり、多くのジレンマを生んだ。脱植民
地化の途上にあり国民形成に力を入れるア
フリカ諸国家にとって、文化や社会の独自性
を維持し、自主決定することが可能な存在と
しての「先住民」を承認することは、分離独
立や国境修正を招くと危惧する声は大きく、
「先住民」運動は、ときに地域社会に大きな
亀裂や対立を生んでいた。さらに深刻な問題
として、外部からの支援によって進められる
運動自体が「先住民」を「自ら語ることので
きない人々」としてしまったり、文化的独自
性や土地とのつながりが「先住民」の要件と
して重視されるがゆえに、すでに独自の文化
や土地を喪失した人々は、この運動から排除
されてしまうといったこともおこっている
ことが明らかになった。 
またこれらの考察は、ドイツで開催された
学会で、研究代表者が組織したパネルで議論
が深化され、その一部は英文雑誌の特集号と
して出版される予定である。 
 
③調査期間中にもボツワナおよび南アフリ
カではサンの若い世代が中心となって「先住
民」として、あるいはマイノリティとしての
組織化や活動が進んだが、その過程に関わり
ながら、政治参加や文化の維持について知見
や議論を交換した。  
また最終年には、ボツワナの調査地域にお
いて、これまで本研究への協力が得られた地
元のサンや若手エリートのサンに加えて、地
元の NGO や団体、ボツワナ大学の研究者ら
と合同ワークショップを開催した。サンのお
かれている状況を互いに報告しあい、サンの
在来知識やその活用に関して議論を深めた。
ワークショップの進行には少数言語である

サン言語を用い、サンが中心的に関わるワー
クショップにすることによって、地元の文脈
に沿った問題解決を模索する議論が可能に
なった。この点が高く評価され、今後も、定
期的にこうした機会を設けることとなった 
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